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ブルガリア月報【２０１6 年3 月】

平成２８年４月

在ブルガリア日本国大使館

概観

【政治・社会】

・２３日，国民議会は，ロシア及びトルコによる内政干渉を調査する特別委員会を解散する決議を

採択した。

・３１日，国民議会は，司法制度改革に関連する改正司法制度法を可決した。



【経 済】

・１１日の国家統計局の暫定データによると，２０１５年のブルガリアの対ＥＵ輸出は２９１億レ

ヴァとなり，前年比７．９％増となった。



【我が国との関係】

・１日，シューメン市において，ノン・プロジェクト無償資金協力見返り資金活用プロジェクトで

ある「ツァレフ・ブロド国立精神病院改修計画」の完工式が行われた。


この月報はブルガリア各種メディアの報道等をとりまとめたものであり，在ブルガリア日本大使館の意見や判断を反映するものではあ

りません。

政治・社会

１．内政

（１）政府・国民議会の動き

◆義務的投票の導入を含む選挙法改正法案の

第一読会通過

１０日，国民議会は義務的投票の導入を含む選

挙法改正法案を第一読会で可決した。同改正法案

には，総選挙における在外選挙区の設立や選挙運

動期間の短縮も含まれている。同改正法案では，

義務的投票に伴い，投票を行わなかった場合の罰

則リストを導入する。また，在外ブルガリア人が

政党や会派のみではなく，政党リストの候補者に

投票できるよう，３２番目の「在外」選挙区を設

置する。さらに，選挙活動期間を３０日から２１

日に短縮する。なお，選挙運動におけるブルガリ

ア語以外の言語の使用，投票のための最低教育要

件の導入についての提案は却下された。

◆新国家難民庁長官の就任

１６日，閣僚評議会はペティヤ・パルヴァノヴ

ァ氏を新国家難民庁長官に任命した。カザコフ前

長官は２月２２日に更迭されていた。パルヴァノ

ヴァ新長官は２０１３年のライコフ暫定政権時に

内相を務めた他，内務省の国際協力局長を１０年

以上務めた。現在はブルガリア科学アカデミーの

学術行政部長を務めている。

◆ＧＥＲＢ議員によるＤＳＢ任命政府高官の

交代要求

１７日，ＧＥＲＢの国民議会会派は，ボリソフ

首相に対し，政党「強いブルガリアのための民主

主義者（ＤＳＢ）」の任命した政府高官全員を排除

するよう促した。ＧＥＲＢのカラヤンチェヴァ副

院内総務は記者団への声明において，ボリソフ首

相を国民議会に呼び，ＤＳＢ及びカネフ同党党首

があとどの位政権に留まり，野党勢力であるとの

嘘にあとどの位我慢しなければならないのか質し

たいとした。一方，カネフ党首は記者団への特別
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声明において，ＤＳＢ及び自身への中傷キャンペ

ーンは，「ブルガルタバク」のタバコ製造とトルコ

でのタバコ密輸との関連可能性についてのＤＳＢ

の捜査要請により促されたものに違いないとした。

カラヤンチェヴァ副院内総務は，議論の起きてい

るいくつかのＤＳＢの要職任命について検察当局

の捜査を望む，と述べた。

ＧＥＲＢは，カネフ党首の「個人的任命」の例

として，「テレム」軍修理工場のソティル・ヤコフ

取締役会長，ツヴィヤツコ・ゲオルギエフ内務副

大臣，アンゲリチン外務副大臣，外務省政治局（ポ

リティカル・キャビネット）のほぼ全員，ニコラ

イ・ニコロフ・エネルギー副大臣等を挙げた他，

カネフ党首の「子分」の例としてモスコフ保健相

とネンチェフ国防相を挙げた。カラヤンチェヴァ

副院内総務は，政権にいながら野党でもあるとい

う分裂した行為に対処し，これを終わらせなけれ

ばならない，と述べた。これに対し，ボリソフ首

相は，自身の任務を果たしているのであれば誰も

更迭する理由はない，と述べた。

２２日，ボリソフ首相はＧＥＲＢの議会会派と

の会合に出席し，モスコフ保健相及びネンチェフ

国防相を解任する予定はないとの考えを明確にし

た。

◆プレヴネリエフ大統領：議会政党との対話

月間後の国民議会での演説

１８日，プレヴネリエフ大統領は１ヶ月間にわ

たる議会政党との対話月間を踏まえて，国民議会

で演説を行い，ブルガリアは前を見て新たな国家

目標を立てなければならない，と述べた。同大統

領は，新たな国家戦略には，社会的責任感のある

経済，貧困者及び社会的疎外者の撲滅，未開発地

域に向けた支援，国家の近代化の迅速化，シェン

ゲン加入，ユーロ圏加入，欧州エネルギー同盟の

活性化が含まれるとした。同大統領は政治対話を

行った議会政党に謝意を表し，本対話は政府内の

議論のための実務プラットフォームとなった，と

述べた。

◆ロシア及びトルコによる内政干渉を調査す

る特別委員会の解散

２３日，国民議会はロシア及びトルコによる内

政干渉を調査する特別委員会を解散する決議を採

択した。賛成は１１２票，反対は４票，棄権は７

だった。２月１９日，国民議会は同委員会の設立

を決定したが，同月２７日，ボリソフ首相はＧＥ

ＲＢのツヴェタノフ院内総務に対し，同委員会設

置の必要性を再考するよう求めていた。

同委員会のラデフ委員長は，必要であれば，国

民議会の外交政策委員会が両国の内政干渉に関す

る調査機能を引き継ぐことも可能である，と述べ

た。



◆司法制度改革に関連する改正司法制度法の

可決

３１日，国民議会は，司法制度改革に関連する

司法制度法改正法案を可決した。本改正は，昨年

１２月に可決された司法制度改革に関連する憲法

改正に伴うものである。高等司法評議会（ＳＪＣ）

は，判事部門，検察部門，全ＳＪＣ委員から成る

総会によって構成されることとなる。国民議会割

当てのＳＪＣ委員は，国民議会議員の３分の２の

多数で選出される。司法部門割当てのＳＪＣ委員

は，秘密投票により直接選出される。

判事部門及び検察部門での人事に関する決定は

公開投票で行われることとなった。司法関係者の

任免，昇進に関する決定は各部門で独立して決定

される。人事に関する決定は判事部門では最低８

名の委員，検事部門では最低６名の委員の多数に

より決定される。その他の決定は出席委員の過半

数で決定される。棄権の選択肢はない。

また，今回の改正により，これまで最高破棄裁

判所の判事と同水準であったＳＪＣ委員の給与の

引き上げが決定された。ＳＪＣ委員の給与は約８

００レヴァ引き上げられ月額約６，９００レヴァ

となり，２つの最高裁判所の長官，検事総長，国

家捜査庁長官の給与と同水準となった。

（２）政党の動き



３

◆ＤＳＢが改革派ブロック残留を決定

１３日，連立与党の改革派ブロック（ＲＢ）を

構成するＤＳＢはソフィアで全国党会合を行い，

ＤＳＢはＲＢ設立時の価値観の保持を保証し，Ｒ

Ｂを改革するために，ＲＢに留まるとの決議を採

択した。同決議はカネフ党首の動議によるもので，

白熱した議論の後に採択された。同会合には７０

０名以上の党員が出席した。同決議では，ＤＳＢ

がＲＢに留まることと同時に，野党の立場である

ことも確認された。昨年１２月，カネフ党首は，

司法制度改革に関する憲法改正法案の審議を巡り，

連立与党からの離脱を表明していた。

（３）その他

◆難民流入を想定した軍及び国境警察による

共同訓練の実施

５日，ボリソフ首相は，ギリシャとの国境であ

るクラタ・プロマコナス検問所付近で実施された

軍と国境警察の共同訓練「国境２０１６」を視察

し，内務省，軍，国境警察及び憲兵隊の間で非常

に良い相互運用が行われていた，と述べた。同訓

練は，軍の国境警備への関与を可能とする最近の

軍・国防法の改正に従い実施されたものであり，

内務省，国防省及びブルガリア赤十字間の共同行

動の調整とともに，増大する難民流入圧力への即

応性の維持を目的としている。

ボリソフ首相は，これまでに数百人が配置され

たが，４００人超が兵士及び警察官である，彼ら

は国境付近に常駐する予定である，と述べた。訓

練では，ブルガリアに不法入国するために難民が

ルートを変えるあらゆるシナリオをシミュレーシ

ョンした。ボリソフ首相は，難民は公式の国境検

問所からの入国のみが許可されるべきであり，指

紋の採取及び医療検診が行われ，彼らが受け入れ

られる目的地が確定した後にのみ，国境通過が許

可されるべきである，と述べた。

１８日，ブルガリア及びマケドニアの内相及び

国防相は，両国国境のズラタレヴォ検問所付近の

地域で行われた「国境２０１６」演習を視察した。

ブルガリアのバチヴァロヴァ副首相兼内相及びネ

ンチェフ国防相は，ヘリコプターで国境地点に到

着し，マケドニアのスパソフスキー内相及びヨレ

フスキー国防相を出迎えた。



◆ボリソフ首相がＥＵにトルコとの全国境の

防衛を主張

１１日，ボリソフ首相はトゥスク欧州理事会議

長宛に書簡を送付し，ＥＵはトルコとの全国境に

ついて防衛を提供すべきであると主張した。本書

簡は，難民流入問題に関するＥＵ・トルコ間の交

渉を契機として送付された。ボリソフ首相は，か

かる方策はＥＵ全体の防衛を確保すべきものであ

る，（トルコと国境を接する）全ての前線国はＥＵ

域外国境の管理・防衛においてＥＵからの支援を

当てにすることを可能にすべきであり，自国のみ

で対処すべく取り残されるべきではない，とした。

さらに，ボリソフ首相は，ＥＵはギリシャとト

ルコの海の国境の防衛のみに集中するべきではな

いとし，トルコとの対話は，ＥＵとトルコとの海

の国境と同様，トルコとギリシャ及びブルガリア

との陸の国境も含むべきである，と主張した。加

えて，難民流入の新たな経路を開くことになるた

め，ブルガリアはトルコとギリシャの島々との国

境のみに関する部分的な合意を受け入れるつもり

はない，ＥＵとトルコとの合意はトルコとギリシ

ャ及びブルガリアとの国境の防衛のための合意も

含むべきである，と主張した。



２．外政

◆プレヴネリエフ大統領：グローバル・バク

ー・フォーラム出席

１０日，アゼルバイジャン訪問中のプレヴネリ

エフ大統領は，バクーで開催された第４回グロー

バル・バクー・フォーラムの冒頭セッションで演

説し，グローバルパワーと地域パワーの間におけ

る深刻な矛盾が国際法の原則や国境の不可侵を損

なっている，と述べた。同大統領は，世界中の多

くの危機が平和と自由を脅威にさらしており，世

界の安全保障を第二次世界大戦後には見られなか

ったような危機にさらしている，と述べた。
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◆プレヴネリエフ大統領：ヨルダン実務訪問

１３日，ヨルダンを実務訪問中のプレヴネリエ

フ大統領は「過激主義，移民及び地域安全保障」

に関するアカバ会合に際し，アンマンにおいてア

ブドッラー２世国王と会談した。両者は，国際問

題，地域・世界的な安全保障環境の変化に起因す

る中東・バルカン情勢について意見交換した。会

談では，難民流入の抑制におけるバルカン諸国の

役割の重要性が強調された。



◆パロリン・バチカン国務長官のブルガリア

訪問

２０日及び２１日，パロリン・バチカン国務長

官がブルガリア政府及びブルガリア・カトリック

教会の招待によりブルガリアを訪問した。

２０日，同国務長官はソフィアの聖母マリア被

昇天教会で聖別式を行い，法王フランシスコの挨

拶を伝えた。同式にはツァチェヴァ国民議会議長，

ポポヴァ副大統領，クネヴァ副首相他が出席した。

ツァチェヴァ国民議会議長は，５月２４日のブル

ガリアの教育文化・スラブ文字の日に代表団を率

いてバチカンを訪問すると発表した。

２１日，同国務長官はボリソフ首相，プレヴネ

リエフ大統領，ネオフィト・ブルガリア正教総主

教，ハッジ・イスラム教大ムフティーと会談した。

プレヴネリエフ大統領は，同国務長官にスタラ・

プラニナ勲一等を授与した。



◆プレヴネリエフ大統領：ウクライナ訪問

２６日及び２７日，ウクライナ訪問中のプレヴ

ネリエフ大統領は同国のポロシェンコ大統領と会

談した。プレヴネリエフ大統領は，ウクライナの

ＥＵとの連携及びＮＡＴＯとの緊密性の増大に対

するブルガリアの支持を確認し，ウクライナの欧

州への展望は永続的かつ持続可能な経済成長達成

の可能性を生み出すだろう，と述べた。両大統領

は，両国は真の友好で結ばれており，ハイレベル

での政治的対話が二国間パートナーシップの確立

に向けた好ましい前提条件を作り出すとの意見で

一致した。

プレヴネリエフ大統領はウクライナ滞在中，同

国の一体性・主権・欧州的価値の保護への貢献に

対して，「パーソン・オブ・ザ・イヤー２０１５」

を受賞するセレモニーに出席した。



◆ミトフ外相：マレーシア，インドネシア訪

問

２８日から３１日にかけて，ミトフ外相はマレ

ーシア及びインドネシアを公式訪問した。ブルガ

リア外相のマレーシア訪問は初めて。

２９日，ミトフ外相はマレーシアのアマン外相

と会談した。ミトフ外相は会談において，ブルガ

リア・マレーシア関係は，ＥＵとＡＳＥＡＮ（東

南アジア諸国連合），ＡＳＥＭ（アジア欧州会合）

その他の多国間フォーマットの間のパートナーシ

ップが増大する中，ブルガリアのＥＵ加盟との関

連で，更に発展及び拡大の余地がある，と述べた。

ミトフ外相は，マレーシアは東南アジアにおける

ＥＵの重要なパートナーであると述べ，ブルガリ

アはＥＵとマレーシアのパートナーシップ協力協

定及び自由貿易協定に関する交渉を支持する，と

述べた。また，ミトフ外相は，ブルガリアは東南

アジアで最も経済が発展している国の一つである

マレーシアとの貿易・経済関係を重要視している，

と述べた。両外相は，両国は友好的な二国間関係

を高く評価しているとの意見で一致した。

３０日，ミトフ外相はインドネシアのジョコ大

統領，ルトノ外相と会談した。今回の訪問はブル

ガリアとインドネシアの外交樹立６０周年を記念

するものである。ブルガリア外相のインドネシア

訪問は１９６５年以来となる。ジョコ大統領及び

ルトノ外相との会談では，二国間関係，ＥＵとイ

ンドネシアの協力，欧州難民問題，中東危機につ

いて議論が行われた。

ミトフ外相はジョコ大統領との会談において，

ブルガリアは常にインドネシアを友好的な国であ

ると考えており，ＡＳＥＡＮ及びムスリム諸国の

中で最も人口の多い国として，また，機能的な民

主主義制度を有する東南アジアの主導的な経済国
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として，インドネシアの地域及び世界における重

要性を考慮している，と述べた。また，ミトフ外

相はルトノ外相との共同記者会見において，国際

情勢及び国際社会の直面する困難についてコメン

トした。両外相は，両国の経済，教育，文化的な

結びつきについても述べた。

３１日，ミトフ外相はジャカルタにおいて，Ａ

ＳＥＡＮのミン事務局長と会談した。両者はＥＵ

とＡＳＥＡＮの協力，安全保障，欧州難民問題等

について議論した。



◆グラバル＝キタロビッチ・クロアチア大統

領のブルガリア訪問

３０日，ブルガリア訪問中のクロアチアのグラ

バル＝キタロビッチ大統領は，プレヴネリエフ大

統領と会談した。プレヴネリエフ大統領は会談後

の共同記者会見において，ブルガリアとクロアチ

アは世界の反テロ同盟の一員であり，両国の特別

機関は活発な情報交換を行っている，と述べた。

また，プレヴネリエフ大統領は，テロリズムには

国境がなく，共同でのみ解決することができる，

欧州におけるテロリズムとの戦いに成功するには，

欧州共通の対策，周縁に追いやられた人々の統合，

教育が必要となる，と述べた。グラバル＝キタロ

ビッチ大統領は，難民とテロリストを等号で結び

つけるべきではないが，テロリストが難民の波に

潜入してきたことは事実である，我々の国を守る

唯一の方法は市民の警戒を高めることである，と

述べた。両大統領は，両国はすばらしい二国間関

係を有しているとの意見で一致した。両大統領は，

輸送・エネルギー連結の地域協力及び改善につい

ても議論した。

３１日，グラバル＝キタロビッチ大統領はボリ

ソフ首相と会談した。会談では，二国間関係の発

展，地域協力，エネルギー安全保障及び難民問題

の他，安全保障問題，西バルカン諸国の欧州・大

西洋への統合についても議論が行われた。両者は，

難民流入は共通の問題を引き起こしており，解決

策は影響を受けたり危険にさらされている全ての

国の共同の努力を通じてのみ模索することができ

るとの考えで一致した。

同日，グラバル＝キタロビッチ大統領はツァチ

ェヴァ国民議会議長とも会談した。両者は，地域

協力，エネルギー・輸送の連結性の改善，西バル

カン諸国の欧州・大西洋への統合について議論し

た。

また，グラバル＝キタロビッチ大統領は，両国

のビジネス・フォーラムに出席した他，ソフィア

大学で欧州の連帯に関する講義を行った。



◆ウェインライト・ユーロポール長官のブル

ガリア訪問

３１日，ブルガリア訪問中のユーロポールのウ

ェインライト長官は，ボリソフ首相との会談後，

特に２０１５年におけるブルガリアの密輸対策の

進展に感銘を受けた，と述べた。同長官は，ユー

ロポールが組織犯罪や人身売買，密輸タバコの対

策に貢献してきたことを喜ばしく思う，と述べ，

ブルガリアに対し，欧州委員会の協力・検証メカ

ニズム（ＣＶＭ）の下で，引き続き努力を続ける

よう促した。

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

経 済

１．マクロ経済

◆２０１５年の対ＥＵ輸出は前年比７．９％

増

１１日発表の国家統計局の暫定データによると，

２０１５年のブルガリアの対ＥＵ輸出は２９１億

レヴァとなり，前年比７．９％増となった。主な

輸出相手国はドイツ，イタリア，ルーマニア，ギ

リシャ，フランス，ベルギーであり，これらの国

で対ＥＵ輸出の６９％を占める。２０１５年の対

ＥＵ輸出で最も増加した部門は「化学・関連製品」

（２２．５％増），「機械・輸送設備」（１２．５％
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増）であり，減少した部門は「動物・植物油等」

（３．２％減）である。

また，２０１５年の対ＥＵ輸入は３３２億レヴ

ァとなり，前年比５．５％増となった。主な輸入

相手国はドイツ，イタリア，ルーマニア，ギリシ

ャ，スペインである。２０１５年の対ＥＵ輸入で

最も増加した部門は「飲料・タバコ」（２５．３％

増）であり，減少した部門は「鉱物燃料・潤滑油

等」（２２．６％減）である。

２０１５年の対ＥＵ貿易収支は４１億７４５０

万レヴァの赤字となった。

２０１５年１２月の対ＥＵ輸出は２１億７４０

０万レヴァとなり，前年同月比５．８％増となっ

た。また，同月の対ＥＵ輸入は２８億６１００レ

ヴァとなり前年同月比１．３％増となった。



◆２０１５年の主要労働統計

１５日，国家統計局は２０１５年の主要労働統

計を発表した。同統計によると，２０１５年の被

雇用者は３０３万１９００人となり，１５歳以上

の人口の４９．１％を占めた。また，１５－６４

歳の被雇用者は２９７万３５００人となり，同年

齢層の６２．９％を占めた。

失業率は９．１％となり前年比２．３％減とな

った。男性は９．８％（２．５％減），女性は８．

４％（２．０％減）となった。また，若年層（１

５－２４歳）の失業率は２１．６％であり，前年

比２．２％減となった。

長期失業者（１年以上の失業）は１８万７，０

００人となり，全失業者の６１．３％を占める。

長期失業率は５．６％となった。



◆２０１６年１月の外国直接投資は前年同月

比８６％減

１７日発表のブルガリア国立銀行（ＢＮＢ）の

暫定データによると，２０１６年１月の外国直接

投資（ＦＤＩ）は４，４９０万ユーロとなり，前

年同月比で８６．１％減となった。２０１５年１

月のＦＤＩは３億２，３４０万ユーロだった。

今年１月の資本投資は４７０万ユーロで前年同

月比６３．２％減となった。不動産投資について

も２４０万ユーロで前年同月比５０万ユーロ減と

なった。負債性投資は４，０２０万ユーロで前年

同月の２億３，９１０万ユーロから大幅に減少し

た。国別ではドイツ（１，４５０万ユーロ）及び

英国（１，０８０万ユーロ）からの投資が多く，

不動産投資はロシア及びドイツからの投資が多か

った。

また，２０１６年１月の在外ブルガリア人のブ

ルガリアへの送金額は６，３１０万ユーロとなっ

た。



２．経済政策，産業

（１）エネルギー関連

◆プレヴネリエフ大統領：ハックスタイン米

国務省国際エネルギー特使・調整官との会談

１日，プレヴネリエフ大統領は，ブルガリア訪

問中のハックスタイン米国務省国際エネルギー特

使・調整官と会談した。会談では，ブルガリアと

地域にとって戦略的重要性を持つものとして南ガ

ス回廊プロジェクト及びギリシャとの相互接続管

についての説明が行われた。両者は，エネルギー

市場の統合及び柔軟性のためには，地域エネルギ

ーインフラのより良い連結性が必要であるとの意

見で一致した。



◆電力市場自由化に関するペトコヴァ・エネ

ルギー相の発言

２２日，ペトコヴァ・エネルギー相はソフィア

で開催された「エネルギー市場の自由化及び最近

の潮流」と題するセミナーにおいて講演し，ブル

ガリア独立エネルギー取引所（ＩＢＥＸ）は長期

契約に基づく電力取引を行うためのプラットフォ

ームの設立を進めることとした，と述べた。ブル

ガリア・エネルギー公社（ＢＥＨ）は同プラット

フォーム設立のため，ＩＢＥＸへの増資を数日前

に行った。長期契約に基づく電力取引は７月１日

に開始する予定である。また，２０１７年第１四

半期には当日市場も開始する予定である（注：現

在は一日前市場のみ）。さらに，ＩＢＥＸでは天然
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ガスの取引を行う可能性についても検討している。

同エネルギー相は，国内の民間エネルギー事業

者（太陽光発電協会，風力発電協会，水力発電協

会，ＥＶＮ，ＡＥＳ，エネルゴ・プロ，コントゥ

ール・グローバル，チェコ）が新たに国家エネル

ギー協議会を組織するが，同協議会はエネルギー

省にとっても重要なパートナーである，と述べた。

また，同エネルギー相は，ブルガリアはエネル

ギー困窮者の割合が３０％近くであり，ＥＵ内で

最も同割合の高い国の一つであるが，電力市場自

由化後のエネルギー困窮者の支援のため，明確な

基準に従い，彼らに対する電力価格の引き下げを

行うことを検討している，と述べた。

◆天然ガス価格の２３％引き下げ

３１日，イヴァノフ・エネルギー・水規制委員

会（ＥＷＲＣ）委員長は記者会見において，ＥＷ

ＲＣは２０１６年の第２四半期に天然ガス価格を

２３．０２％引き下げ，千立米当たり３１２．２

１レヴァ（付加価値税及び物品税除く）とするこ

とを決定した，と発表した。本価格は４月１日か

ら適用される。天然ガス価格は暖房及び電力料金

に反映される。



（２）非ＥＵ諸国との関係

◆中国企業との海・空輸送に関する契約の署

名

６日，ギネフ運輸・ＩＴ・通信副大臣の中国訪

問中，上海において，中国の国営企業である鄭州

国際中心開発建設（ＺＩＨ）とブルガリア企業と

の間で協力契約の署名が行われた。本契約は，新

シルクロードの主要部分である，ブルガリアへの

フェリーを含めた鄭州－ブルガスラインに関する

協力及び共同運営を提供するものである。フェリ

ーを含む積荷のルートは，河南－カザフスタン－

カスピ海－バクー－ジョージア－黒海である。コ

ンテナの積荷はブルガスでハンブルク行きの列車

に載せられる。

ギネフ副大臣の中国滞在中，ソフィア空港と中

国企業間の協定の署名も行われた。ソフィア空港

はソフトウェア製品や運航中の人的資源管理シス

テムを受領する予定である。

（３）その他

◆健康保険法改正法案の違憲判断

９日，モスコフ保健相は，健康保険法改正法案

が憲法裁判所により違憲であると宣言されたこと

に関し，同改正法案を修正後，再度提出するつも

りである，と述べた。本違憲判断により，国家健

康保険基金（ＮＨＩＦ）の保険金支払いの対象と

なる医療行為を「メインパッケージ」と「補足パ

ッケージ」を二分する同改正法案に対し，疑義が

呈された。同改正法案の憲法裁判所への異議申立

てはＢＳＰ，ＭＲＦ，ＡＢＲによるものであり，

彼らはモスコフ保健相の辞任を求めている。一方，

ＧＥＲＢ，改革派ブロック及び愛国戦線は同改正

法案及びモスコフ保健相の医療改革を支持してい

る。ボリソフ首相は，憲法裁判所の判断にかかわ

らず，引き続きモスコフ保健相を支持することを

約束した。



◆コーポレート商業銀行が子会社のヴィクト

リア銀行を売却予定

１６日，破綻したコーポレート商業銀行（ＣＣ

Ｂ）の管財人は，ＣＣＢの子会社であるヴィクト

リア商業銀行（ＶＣＢ）の株式を１００％売却す

ることを発表した。ＶＣＢ取得の意図表明書の提

出期限は４月１８日である。ＣＣＢは，２０１４

年６月に発生した同行の流動性枯渇による取引停

止の約１週間前にＶＣＢを取得していた。今月８

日，預金保険機構はＣＣＢの管財人に対し，ＶＣ

Ｂの売却手続の開始を許可していた。



◆コーポレート商業銀行ヴァシレフ氏の尋問

１６日，破綻したコーポレート商業銀行（ＣＣ

Ｂ）の主要株主であったツヴェタン・ヴァシレフ

氏の尋問がベオグラードの高等裁判所で行われた。

本尋問は，ブルガリアの同氏に対する自国への引

き渡し要請を受けて行われた。２０１４年７月２

８日，ブルガリアの検察当局はＣＣＢから２億６
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００万レヴァを横領した罪で（逃亡中の）ヴァシ

レフ氏を訴追していた。同年９月１６日，ヴァシ

レフ氏はセルビア当局に出頭した。以降，同氏は

毎日セルビア警察に出頭する日々を送っている。

同年９月１８日，ブルガリア検察当局はセルビア

当局に対し，ヴァシレフ氏の引き渡し要請を行っ

ていた。

ヴァシレフ氏は尋問後，記者団に対し，ＣＣＢ

の破綻はブルガリア政府機関及び検察により周到

に画策されたものであると裁判所に伝えた，と述

べた。４月６日にも同氏の尋問が続けられる予定

である。

また，同氏はセルビア国籍の取得を申請してい

ることが明らかとなった。セルビアが自国民の他

国への引き渡しを行っていないことが理由である

と見られる。



◆ＭＲＦペエフスキ議員がヒムコ肥料工場の

取得を断念

２１日，ＭＲＦのペエフスキ議員は，破綻した

ヒムコのヴラッツアにある肥料工場の取得を断念

したことを明らかにした。２月１９日，同議員は

自身の保有するブルガルタバクの株式（同議員は

５％を保有）を売却することを発表していたが，

ヒムコの肥料工場の取得についても取引を停止す

ることを明らかにした。同議員は，本決定は「不

正な政治的圧力及び自分を攻撃するメディア・キ

ャンペーン」を受けたものであるとしている。ま

た，同議員は，ブルガリアのあらゆるビジネスか

ら手を引くことを宣言した。

◆ブルガルタバク・ソフィア工場の閉鎖

２３日，タバコ生産者の労働組合は，ブルガル

タバクによるタバコ製品の製造・輸出停止の決定

を受け入れない旨表明した。ブルガルタバクはソ

フィア工場の従業員の大量解雇及び市場縮小に伴

うタバコ製品の中東への輸出停止を発表していた。

ソフィア工場は閉鎖され，解雇者は４００名超と

なる。

２４日，ブルガルタバクは民営化契約，労働法，

労働組合との団体交渉契約における義務及び従業

員の雇用契約終了時における法的要求事項を遵守

すると発表した。解雇される従業員の退職金は平

均で１５，０００レヴァとなる見通しである。

３０日，ブルガルタバクの従業員は，ソフィア

工場の閉鎖に反対する抗議行動を国民議会付近で

行った。



◆政府による国家保健マップの承認

２３日，閣僚評議会は「国家保健マップ」を承

認した。本マップは，医療ネットワーク構造の採

択及びリソースの効率的かつ公正な利用計画に基

づき，アクセス可能な外来・病院医療の必要性を

決定し，計画するものである。「国家保健マップ」

は「地域保健マップ」を基礎に，国家委員会の支

援を得て策定される。

市民のプライマリー医療サービスへのアクセス

を保障するためには，最低でも現在を上回る４，

８８６名のＧＰ（一般医）が必要である。欧州の

基準では人口１，５００名当たりＧＰ１名が必要

とされており，本基準に従えば４７０名のＧＰが

不足している。本マップは，専門外来において地

域毎に必要な最低医師数についても規定する。外

来医療で必要とされる医師数は１１，０００名超，

歯科医数は９，１１９名である。また，タイプ毎

の病床数，医療活動についても計画する。必要と

される病床数は３５，８５５であるが，現在の病

床数は３８，２８４であり，必要数を上回ってい

る。

◆プロヴディフ空港のコンセッション手続開

始の決定

３０日，モスコフスキ運輸相は，閣僚評議会は

プロヴディフ空港について３５年のコンセッショ

ン手続を開始することを決定した，と発表した。

目的は，空港管理・運営・発展に経験のある財政

安定性のある投資家を惹き付けることである。将

来の運営権者は空港に最低３，５００万ユーロを

投資することが求められる。また，運営権者は年

間収益の５％をコンセッション手数料として支払
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う必要がある。コンセッション手続は「公開手続」

方式で行われる。モスコフスキ運輸相によると，

ブルガリア，トルコ及び中国の投資家が関心を示

している。

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

我が国との関係

◆ノン・プロジェクト無償資金協力見返り

資金活用プロジェクト：「ツァレフ・ブロド

国立精神病院改修計画」完工式の実施

１日，シューメン市において，ノン・プロジ

ェクト無償資金協力見返り資金活用プロジェ

クトである「ツァレフ・ブロド国立精神病院改

修計画」の完工式が行われた。今回のプロジェ

クトにより，同病院の診察・診断病棟の全面的

な改修及び施設用の家具の整備が行われた。


















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ブルガリア内政・外交の動き(３月)

  在ブルガリア大使館

１（火）

２（水）

３（木）

４（金）

５（土）

６（日）

７（月）

８（火）

９（水）

10（木） ☆プレヴネリエフ大統領：グローバル・バクー・フォーラム出席（於：アゼルバイジャン）

11（金）

12（土）

13（日） ●ＤＳＢが改革派ブロック残留を決定

☆プレヴネリエフ大統領：ヨルダン実務訪問

14（月）

15（火）

16（水）

17（木）

18（金）

19（土）

20（日） ★パロリン・バチカン国務長官のブルガリア訪問（～２１日）

21（月）

22（火）

23（水） ●ロシア及びトルコによる内政干渉を調査する特別委員会の解散

24（木）

25（金）

26（土） ☆プレヴネリエフ大統領：ウクライナ訪問（～２７日）

27（日）

28（月） ☆ミトフ外相：マレーシア・インドネシア訪問（～３１日）

29（火）

30（水） ★グラバル＝キタロビッチ・クロアチア大統領のブルガリア訪問

31（木） ●司法制度改革に関連する司法制度法の可決

★ウェインライト・ユーロポール長官のブルガリア訪問
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ブルガリア経済指標の推移 （出典：国家統計局，中央銀行）
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ブルガリア主要経済指標 （出典：中央銀行）

＜GDP成長率と国民一人当たりGDP>

2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2015 Q1 Q2 Q3 Q4

GDP成長率 (％) 6.2 -5.0 0.1 1.6 0.2 1.3 1.6 3.0 3.3 2.8 3.0 2.9

GDP per Capita (BGN) 9,090 9,007 9,793 10,673 11,162 11,275 11,561 12,001 - - - -

＜財政収支＞

2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2015 Q1 Q2 Q3

財政収支 （million BGN) 1,156.7 -2,960.6 -2,328.0 -1,589.7 -508.4 -640.1 -4,826.1 - 220.8 832.2 130.6

財政収支GDP比 (％ of GDP) 1.7 -4.2 -3.2 -2.0 -0.6 -0.8 -5.8 - 0.3 1.0 0.2

＜失業者数及び失業率＞

2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 Jan Feb

失業者数 （千人） 232 338 342 342 376 386 351 329 335 330

失業率 （％） 6.3 9.1 9.2 10.4 11.4 11.8 10.7 10.0 10.2 10.0

＜消費者物価上昇率と月額平均賃金＞

2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 Jan Feb

消費者物価上昇率 （％） 7.8 0.6 4.5 2.8 4.2 -1.6 -0.9 -0.4 0.0 -0.3

月額平均賃金 (BGN) 545     609     648     686 731 775 822 894 - -

＜対外債務＞

2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 Jan

政府部門対外債務 (million EURO) 3,935.9 4,208.3 4,326.9 4,205.0 4,578.9 4,062.2 6,552.0 5,997.7 5,885.8

民間部門対外債務 (million EURO) 33,310.6 33,608.2 32,699.4 32,089.8 33,134.6 32,873.4 32,804.4 28,093.3 27,965.9

＜対内直接投資と貿易収支＞

2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016Jan

対内直接投資 (million EURO) 6,727.8 2,436.9 1,169.7 1,476.3 1,320.9 1,383.7 1,339.1 1,593.1 44.9

貿易収支（FOB） (million EURO) -8,597.7 -4,173.9 -3,532.7 -2,690.2 -3,992.0 -2,932.7 -2,776.6 -1,916.6 66.7

輸出（FOB） (million EURO) 15,204.0 11,699.2 14,180.6 19,055.0 19,674.9 21,217.8 21,026.3 22,183.8 1,753.9

輸入（FOB） (million EURO) 23,801.7 15,873.1 17,713.3 21,755.2 23,666.9 24,150.5 23,802.9 24,100.4 1,687.2


